
「知りたいことがここにある」　campus　festival　2011

～日本獣医生命科学大学は2011年に130周年を迎えました～

・資料配布　・シラバス（講義概要）展示　・入試過去問題（実物）展示
願書＆入試要項の配布はこちら！

【獣医学科・獣医保健看護学科・食品科学科】
学科のこと、学生生活のこと、入試のこと etc.…　それぞれの疑問に教員・学生・事務職員がお答えします！ 10：30～16：00　随時

【動物科学科】
学科のこと、学生生活のこと、入試のこと etc.…　それぞれの疑問に教員・学生がお答えします！ 10：30～16：00　随時
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「腫瘍の謎に迫る！」 「薬剤耐性菌のリスクとそれに対する対応について」
体験講義① 体験講義②
（60分） （60分）

「イヌのDNAを見てみよう！」 各回　先着20名
B棟1Fにて受付で予約票をお渡ししますので、

（60分） お声かけください。
「脳の老化学～人と動物の脳に見られる加齢性変化の違い」 「獣医保健看護学科の学生が実際に行う糖尿病動物の看護」
体験講義① 体験講義②
（60分） （60分）

「動物とのふれあい」
動物の看護師になってワンちゃんの健康チェックをしてみましょう。

「甘味感受について」 「家畜の餌を調べよう」
体験講義① 体験講義②
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「食品の味・香り・食感の不思議」 「ヨーグルトの不思議Ver.2011」 ※午前と同内容で実施します。
体験講義・実習① 体験講義・実習①
（60分） （30分） （30分） （60分）

10：30～16：00　随時 パネルの展示で研究室をご紹介いたします。
ｓ

10：30～16：00　随時 パネルの展示で研究室をご紹介いたします。
ｓ

10：30～16：00　随時 実際の研究室を体験することができます。

10：30～16：00　随時 パネルの展示で研究室をご紹介いたします。

随時ご案内いたします。　 （30分程度のツアーです。）
学生がナビゲートする20分程度のキャンパスツアー。ゴールは動物医療センターで、そのまま動物医療センターツアーに参加することもできます。

随時ご案内いたします。（20分程度のツアーです。）
普段、なかなか見ることができない動物医療センターの中を詳しくご案内。一年間で2日間（7月8月オープンキャンパス）だけ見学できます。
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【画像診断装置見学】

近年，小動物臨床では高度医療化が進んでいます。その代名詞として挙げられるのがCT（コンピューター断層撮影）やMRI（磁気共鳴画像法）です。
【走査型電子顕微鏡　見学・体験】

10：30～13：00　随時見学できます。
画面に広がる「電子のムシめがね」で拡大されたリアルなミクロワールド。身近な材料から血液、ダニなど、色々取りそろえてお待ちしております。

【乗馬体験】 【模範演技】※第二校舎で実施します。

ふれあい体験ができます。
毎年アンケートで希望の多かった「ランチ無料企画」を実施いたします！

8月対象メニュー：ハバネロ唐揚キーマカレー・中華丼 この機会にどうぞご賞味ください。
※辛くないカレーもご用意しております。 （受付で券を配布します。保護者の方もどうぞ。）

Powered by 武蔵境活性化委員会　～この夏、むさしさかいで夜を楽しむ～
【催し物（予定）】学生サークルの公演、提灯・ケミカルライトの販売、境のとんがらしやきそば、東北地方名産品の販売等

■
■ 愛と科学の聖業を培う
■

■入学者受入方針（アドミッションポリシー）
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「Meets Horse」
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本学の教育理念は「愛と科学の心を有する質の高い獣医師と専門職及び研究者の育成」であり、学是は「敬譲相和」である。その意味は、謙譲と協調、慈愛と人倫を育む科学の創生を説いた箴言である。 本学
の目的は、新世紀における生命科学新時代・環境科学新時代・食品科学新時代の開拓者として、総合的な《生命科学の知と技》を練磨すると共に、《人間 愛・動物愛》の豊かで清冽な人材の育成にある。
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武蔵境活性化委員会は「わくわく元気な街 武蔵境」をスローガンとして2009年に発足し、地元商店会・地元住民の方だけでなく学生をはじめとした
大学組織、病院、銀行、生産農家といった多方面から多くの人が参加しており、一丸となって武蔵境（東京都武蔵野市）の活性化に取り組んでいます。

■入学者受入方針（アドミッションポリシ ）
【獣医学部】
獣医学部は、獣医学科と獣医保健看護学科で構成されています。
獣医学科は、動物の医療と人の公衆衛生に必須な獣医学と獣医療に関する学理を教育・研究・臨床を実践し、併せて人格を陶治します。
獣医保健看護学科は、動物看護、保健衛生並びに公衆衛生に必須な学理と技術を教育・研究・臨床を実践し、併せて人格を陶治します。
同時に、人類と動物の共生と福祉、地球環境の保全に貢献する資質豊かな獣医療技術専門職の育成を目指します。
獣医学部は、つぎのような人材を求めています。
　(1)生命倫理を尊重し、動物愛護を行動規範とする人 　(2)幅広い視野を持ち、より深く学ぶための基礎的能力を有する人 　(3)協調性を
備え、人間性豊かな人 　(4)地域社会に貢献し、国際社会に雄飛する気概のある人 　(5)地域社会や国際社会に強い意志を持って貢献で
きる人

【応用生命科学部】
応用生命科学部では、動物科学科及び食品科学科に必須な学術を教育・研究し、併せて人格を陶冶する。この目的を達成するために、
広く食資源動物の生産や管理、食品の栄養や品質管理及び安全性等に関する学理の探究と技術の開発、並びに人類と動物の福祉に貢
献する資質の優れた専門職の育成を目指します。
 応用生命科学部は、つぎのような人材を求めています。
　(1)生命科学を学ぶために必要な生物または化学の基礎的学力をもっている人 　(2)物事を地球レベルで考えられ、国際的に活躍する
意欲をもっている人 　(3)食資源動物の生産や環境・動物保全に関心をもっている人 　(4)食の安全や健康に関心をもっている人 　(5)食
料の生産・加工・流通のシステム化に関心をもっている人 　(6)バイオサイエンス分野の先端技術を身につけたい人


